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水島教会 50周年を迎えるにあたり

神の御旨を求める祈り

全能、永遠の神よ、

今、わたしたち水島教会は創立50周年を

迎えようとしています。

この50年間、わたしたちを育み、導き、

一人一人に与えてくださった

溢れるほどの恵みに感謝いたします。

神よ、

あなたがこれからの水島教会に

どのような御計画と御望みをお持ちなのか、

わたしたちに語ってください。

わたしたちは、その御旨に従って歩む力と導きを

あなたが与えてくださると固く信じています。

水島教会が、この地において

あなたの大いなる愛の証しとなり、

キリストの光をまわりに輝かせ、

あなたの栄光を現すことができますよう、

溢れるほどに聖霊をわたしたちに注いでください。

主イエス・キリストによって。

アーメン
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水
島
教
会
創
立
５
０
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

５
０
周
年
を
ち
ょ
う
ど
午う
ま
ど
し年
で
迎
え
、
ま
す
ま
す
馬
が
合
う
教
会
共
同
体
と
な
ら
れ
ま
す
よ

う
に
。
ま
た
、
地
域
社
会
と
も
馬
が
合
い
、
開
か
れ
た
教
会
と
し
て
協
調
・
宣
教
で
き
ま
す
よ

う
に
と
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
　
水
島
の
五
十
路
の
春
や
馬
が
合
ふ

　

わ
た
し
は
、
２
０
１
３
年
９
月
２
９
日
の
水
島
教
会
公
式
訪
問
・
堅
信
式
の
折
、
前
晩
の
親

睦
会
で
、
将
来
の
水
島
教
会
を
熱
く
語
り
合
う
信
徒
の
皆
さ
ま
が
た
の
様
子
を
詠
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
　
「
新
し
き
水
島
語
る
夜
長
か
な
」

　

ま
た
、
堅
信
式
の
福
音
が
、「
金
持
ち
」
の
滅
び
で
し
た
か
ら
、
金
持
ち
で
は
な
く
「
神
持
ち
」

に
な
っ
て
「
平
和
の
使
徒
」
に
な
ろ
う
と
呼
び
か
け
、

　
　
「
受
堅
者
よ
神
持
ち
に
な
ろ
う
祈
る
秋
」
と
も
詠
み
ま
し
た
。

　

水
島
教
会
が
、
５
０
周
年
を
機
に
美
し
く
輝
き
ま
す
よ
う
に
。
そ
し
て
、
人
々
に
夢
と
希
望

を
い
つ
ま
で
も
与
え
続
け
ま
す
よ
う
に
と
、
祈
り
を
込
め
て
祝
句
を
送
り
ま
す
。

　
　
水
島
の
五
十
路
寿
ぐ
天
の
川

　

創
立
５
０
周
年
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

水
島
教
会
は
、１
９
６
４
年
（
昭
和
３
９
年
）
淳
心
会
の
司
祭
た
ち
に
よ
り
、創
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
直
後
、
高
度
成
長
期
最
中
の
と
き
で
し
た
。
当
時
の
水
島
も

三
菱
と
共
に
歩
み
、
成
長
し
て
き
た
地
域
で
し
た
。
人
口
増
加
の
中
、
特
に
若
い
世
代
が
増
え
て
、

汚
れ
な
き
マ
リ
ア
の
ク
ラ
レ
チ
ア
ン
宣
教
修
道
女
会
が
来
ら
れ
マ
リ
ア
幼
稚
園
が
創
ら
れ
、
教

会
と
共
に
歩
ん
で
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
近
の
数
年
間
は
経
済
不
況
と
共
に
、
人
口
も
減
少
し
て
き
ま
し
た
。

　

教
会
の
担
当
は
淳
心
会
か
ら
、
教
区
へ
と
移
管
さ
れ
、
共
同
宣
教
司
牧
の
中
、
広
島
教
区
、

淳
心
会
、
釜
山
教
区
の
司
祭
た
ち
が
関
わ
る
時
代
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

水
島
教
会
は
マ
リ
ア
幼
稚
園
と
共
に
交
流
を
持
ち
、
バ
ザ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
よ
い
関

係
の
な
か
で
歩
ん
で
い
ま
す
。
こ
ど
も
た
ち
も
多
く
、将
来
が
楽
し
み
な
教
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
島
教
会
ら
し
さ
を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら
も
発
展
し
て
い
か
れ
ま
す
よ
う
に
祈
っ
て
い
ま
す
。

水
島
の
五
十
路
寿
ぐ
天
の
川

　
　

― 

水
島
教
会
５
０
周
年
祝
詞 

―

カ
ト
リ
ッ
ク
大
阪
大
司
教
区
長

前
田
万
葉
　
大
司
教

（
前
カ
ト
リ
ッ
ク
広
島
司
教
区
長
）

岡
山
鳥
取
地
区
長荻

　
喜
代
治
神
父

教
会
創
立
５
０
周
年
の
祝
い
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信
仰
の
歩
み

淳
心
会
日
本
地
区
長
　

ダ
ニ
エ
ル
・
ク
エ
ン
ジ
・
　

カ
ン
パ
タ
神
父
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水
島
に
あ
る
キ
リ
ス
ト
の
教
会
共
同
体
の
皆
様
、
創
立
５
０
周
年
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

５
０
年
間
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
神
様
に
賛
美
と
感
謝
を
捧
げ
ま
す
。
こ
の
５
０
年
間
、
カ
ト
リ

ッ
ク
水
島
教
会
の
皆
様
は
神
様
の
い
つ
く
し
み
と
憐
れ
み
を
感
じ
て
き
た
で
し
ょ
う
。「
神
は
、

そ
の
独
り
子
を
お
与
え
に
な
っ
た
ほ
ど
に
、
世
を
愛
さ
れ
た
。
独
り
子
を
信
じ
る
者
が
一
人
も

滅
び
な
い
で
、
永
遠
の
命
を
得
る
た
め
で
あ
る
」（
ヨ
ハ
ネ
３
・
１
６
）

　

神
様
は
皆
様
を
愛
し
て
き
ま
し
た
。
神
様
は
愛
で
す
。「
わ
た
し
た
ち
が
神
を
愛
し
た
の
で
は

な
く
、
神
が
わ
た
し
た
ち
を
愛
し
て
、
わ
た
し
た
ち
の
罪
を
償
う
い
け
に
え
と
し
て
、
御
子
を

お
遣
わ
し
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
愛
が
あ
り
ま
す
」（
Ⅰ
ヨ
ハ
ネ
４
・
１
０
）
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
を
通
し
て
そ
の
愛
を
示
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

水
島
に
あ
る
キ
リ
ス
ト
の
教
会
共
同
体
の
皆
様
の
一
人
一
人
は
何
を
大
事
に
し
て
歩
ん
で
き

ま
し
た
か
。
自
分
の
信
仰
を
養
う
た
め
に
、
何
を
糧
と
し
て
き
た
で
し
ょ
う
か
。
キ
リ
ス
ト
の

初
代
教
会
の
信
徒
達
は
信
仰
を
養
う
た
め
に
「
使
徒
の
教
え
、
相
互
の
交
わ
り
、
パ
ン
を
裂
く

こ
と
、
祈
る
こ
と
に
熱
心
で
あ
っ
た
」（
使
徒
言
行
録
２
・
４
２
）
①
使
徒
の
教
え
。
使
徒
達
が

イ
エ
ス
様
か
ら
受
け
た
教
え
を
生
活
の
規
範
と
し
ま
し
た
。「
み
こ
と
ば
の
食
卓
」
②
相
互
の
交

わ
り
。
共
同
体
、同
じ
信
仰
の
仲
間
達
と
の
交
わ
り
を
信
仰
の
歩
み
の
支
え
と
し
て
大
事
に
し
た
。

③
パ
ン
を
裂
く
こ
と
。
イ
エ
ス
の
命
に
与
る
。「
イ
エ
ス
の
豊
か
さ
に
与
る
食
卓
で
す
」。
④
祈

る
こ
と
。
神
様
と
の
か
か
わ
り
を
大
事
に
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
水
島
に
あ
る
キ
リ
ス
ト
の
教
会
共
同
体
の
歩
み
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
キ
リ
ス
ト

の
初
代
教
会
に
倣
っ
て
豊
か
に
歩
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
、
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

主
の
平
和
。

カ
ト
リ
ッ
ク
水
島
教
会
創
立
５
０
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
〝
あ
な
た
の
目
に
は
千
年
も 

過
ぎ
去
っ
た 

昨
日
の 

ご
と
く
、

　
　
　
　
　
　
　

ま
た　

夜
警
の
ひ
と
時
に
す
ぎ
な
い
。〟（
詩
編
９
０
・
４
）

　

水
島
教
会
と
の
出
会
い
は
、
１
９
７
９
年
４
月
の
初
誓
願
後
に
、
初
め
て
支
部
の
倉
敷
共
同

体
に
派
遣
さ
れ
た
若
い
頃
で
す
。
三
年
前
、
再
び
倉
敷
共
同
体
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

頃
小
学
生
で
あ
っ
た
子
ど
も
達
が
す
っ
か
り
成
人
し
、
素
敵
な
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
な
ら

れ
て
お
ら
れ
る
の
を
見
る
と
、
時
の
流
れ
の
早
さ
を
改
め
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
「
シ
ス
タ
ー
は
あ
の
頃
、
ギ
タ
ー
を
弾
い
て
一
緒
に
歌
っ
て
い
ま
し
た
ネ
」
と
覚
え
て
い
て
下

さ
っ
た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
の
水
島
教
会
は
若
い
家
族
の
方
々
、
青
年
や
子
ど
も
達
が

た
く
さ
ん
お
り
、教
会
は
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
岡
山
市
に
あ
る
「
成
徳
学
園
」（
教

護
院
）
へ
定
期
的
に
学
校
訪
問
を
し
ま
し
た
。
夏
休
み
に
は
、
事
情
で
家
に
帰
れ
な
い
三
人
の

女
子
中
学
生
を
、
一
週
間
修
道
院
で
預
か
り
楽
し
く
過
ご
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
教
会
学

校
で
は
宿
泊
、
ミ
カ
ン
狩
り
遠
足
な
ど
一
年
の
短
い
期
間
で
し
た
が
、
と
て
も
楽
し
く
充
実
し

た
日
々
を
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

時
は
過
ぎ
、
世
界
も
日
本
も
、
社
会
も
、
教
会
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
聖
書
に

あ
る
通
り
〝
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
、
昨
日
も
今
日
も
、
ま
た
永
遠
に
変
わ
る
こ
と
の
な
い
方
〟

で
す
。
状
況
は
変
化
し
て
い
て
も
、
神
さ
ま
に
よ
っ
て
、
神
の
似
姿
に
創
造
さ
れ
た
人
間
の
本

質
は
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
い
つ
に
な
っ
て
も
、人
々
が
最
も
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
は「
喜

び
」
で
あ
り
、真
の
喜
び
は
神
と
人
々
と
の
つ
な
が
り
、関
わ
り
、出
会
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

水
島
教
会
の
新
た
な
５
０
年
へ
の
出
発
、
教
会
が
こ
の
地
域
の
中
で
、「
人
と
人
と
の
、
出
会
い

の
喜
び
の
場
」
と
し
て
、
人
々
の
つ
な
が
り
の
場
と
な
れ
ま
す
よ
う
に
。
ま
た
信
徒
の
方
々
の

ご
家
庭
に
お
い
て
、
信
仰
が
日
々
の
生
活
を
通
し
て
継
承
さ
れ
て
い
き
ま
す
よ
う
に
、
共
に
祈
り
、

協
力
し
、
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
神
さ
ま
の
豊
か
な
祝
福
を
願
い
つ
つ
。

汚
れ
な
き
マ
リ
ア
の

ク
ラ
レ
チ
ア
ン
宣
教
修
道
女
会

　
　
マ
リ
ア
幼
稚
園
園
長若

林
公
代

カ
ト
リ
ッ
ク
水
島
教
会

　

創
立
５
０
年
を
記
念
し
て



マリア幼稚園の定礎式
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１
９
７
２

１
９
７
２

１
９
７
１

１
９
７
０

１
９
６
９

１
９
６
８

１
９
６
７

１
９
６
５

１
９
６
４

１
９
６
１

西　
暦

昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 和
暦48 47 46 45 44 43 42 40 39 36

広
島
教
区
50
周
年
記
念
祝
賀
ミ
サ
参
列

（
信
徒
大
会
に
て
論
文
発
表　

森
田
史
雄
氏
）

西
ア
フ
リ
カ
干
ば
つ
救
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

Ｙ
Ｂ
Ｕ
（
青
年
会
）
夏
キ
ャ
ン
プ

中
高
生
の
集
い　

始
ま
る

新
聖
堂
　
献
堂
式

曽
野
綾
子
氏
・
八
代
静
一
氏
の
講
演
会

主
催　

Ｙ
Ｕ
Ｂ
（
青
年
会
）

水
島
・
倉
敷
・
津
山
合
同
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

　

於　

奥
津
町
羽
出
小
学
校

沖
縄
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
た
め
の
街
頭
募
金

友
愛
セ
ー
ル　

始
ま
る

納
骨
堂　

聖
堂
内
に
完
成

マ
リ
ア
幼
稚
園
開
園

キ
リ
ス
ト
教
一
致
祈
祷
集
会　

始
ま
る

Ｊ
Ｏ
Ｃ
（
カ
ト
リ
ッ
ク
青
年
労
働
者
連
盟
）
発
足

献
堂
式　

10
月
25
日

土
山
氏
宅
で
家
庭
ミ
サ
始
ま
る

（
ス
ク
ル
ー
ス
神
父
）

カ
　
ト
　
リ
　
ッ
　
ク
　
水
　
島
　
教
　
会
　
史

スメット神父

聖堂の棟上げ

土山家での最後のミサ

献堂ミサ 献堂時の教会全景
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１
９
９
７

１
９
９
５

１
９
９
４

１
９
９
３

１
９
９
１

１
９
８
８

１
９
８
６

１
９
８
５

１
９
８
４

１
９
８
１

１
９
７
８

１
９
７
６

１
９
７
５

１
９
７
４

平 平 平 平 平 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭
９ ７ ６ ５ ３ 63 61 60 59 56 53 51 50 49

倉
敷
ブ
ロ
ッ
ク
教
会
学
校
合
宿

教
会
墓
地
祝
別
式
（
竜
の
口
国
際
霊
園
）

故
古
川
松
枝
氏
寄
贈

献
堂
30
周
年
記
念
祭

倉
敷
ブ
ロ
ッ
ク
教
会
学
校
ク
リ
ス
マ
ス
会

始
ま
る

マ
リ
ア
幼
稚
園
創
立
25
周
年
記
念
式
典

倉
敷
ブ
ロ
ッ
ク
共
同
宣
教
司
牧
開
始

教
会
前
の
空
地
を
駐
車
場
と
し
て
購
入

女
性
侍
者
誕
生

ク
リ
ス
マ
ス
用
聖
家
族
像
、
ボ
サ
ー
ル
神
父
の

姉
上
様
よ
り
寄
贈

司
祭
館
・
信
徒
館
完
成

三
末
篤
実
司
教
叙
階
式

献
堂
20
周
年
記
念
祭

教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世　
広
島
訪
問

司
祭
館
の
改
修
工
事

ル
ル
ド
製
作

木
像
マ
リ
ア
除
幕
式
（
石
松
豊
秋
氏
よ
り
寄
贈
）

献
堂
10
周
年
記
念
祭

ブラッセル神父バスチアン神父 セルク神父 ボサール神父

デゲント神父レミ神父

新聖堂　献堂式の集合写真

ボサール神父と聖家族像 教会墓地祝別式

新聖堂　献堂ミサ
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２
０
０
４

２
０
０
３

２
０
０
２

２
０
０
１

２
０
０
０

１
９
９
９

西　
暦

平 平 平 平 平 平 和
暦16 15 14 13 12 11

岡
山
鳥
取
地
区
信
徒
養
成
講
座　

開
始

喫
茶
室
「
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
」　

オ
ー
プ
ン

庭
を
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
、
ル
ル
ド
の
移
設

水
島
地
区
平
和
を
祈
る
ロ
ー
ソ
ク
行
列

イ
ラ
ク
軍
事
攻
撃
反
対
の
平
和
広
島
集
会
参
加

キ
リ
ス
ト
教
一
致
祈
祷
集
会　

初
合
同
ミ
サ

倉
敷
ブ
ロ
ッ
ク
教
会
ニ
ュ
ー
ス　

創
刊

倉
敷
ブ
ロ
ッ
ク
黙
想
会　

森
一
弘
司
教
指
導

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
加
入

ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ

ふ
れ
あ
い
夏
祭
り 

始
ま
る

集
会
祭
儀
　
始
ま
る

Ｊ
Ｏ
Ｃ
再
発
足
「
青
年
の
家
」
オ
ー
プ
ン

聖
体
奉
仕
者
誕
生
（
４
名
）

聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
聖
腕
が

倉
敷
ブ
ロ
ッ
ク
へ

西江神父ムトンボ神父スクルース神父

ムッシェ神父

倉敷ブロック黙想会（玉島教会）

サビエル聖腕、来日（倉敷教会）

アムネスティに加入

ふれあい夏祭り
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２
０
１
４

２
０
１
３

２
０
１
２

２
０
１
１

２
０
０
９

２
０
０
８

２
０
０
７

２
０
０
６

２
０
０
５

平 平 平 平 平 平 平 平 平
26 25 24 23 21 20 19 18 17

献
堂
50
周
年
記
念
式
典

前
田
万
葉
司
教
、
大
阪
教
区
大
司
教
着
座
式

仁
豊
野
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

巡
礼
（
福
山
教
会
、
ロ
ザ
リ
オ
教
会
、
廿
日
市
教
会
）

献
堂
50
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
会
発
足

ダ
ミ
ア
ン
の
輪

ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
講
座
・
交
流
会

前
田
万
葉
司
教
叙
階
式

世
界
祈
祷
日

　

水
島
地
区
四
教
会
合
同
祈
り
の
集
い
始
ま
る

倉
敷
ブ
ロ
ッ
ク
国
際
ミ
サ 

始
ま
る

　

於　

玉
島
教
会

映
画
会　

始
ま
る

シ
ス
タ
ー
猪
熊
直
美
（
水
島
教
会
出
身
）
終
生
誓
願
式

　

於　

西
宮
カ
ル
メ
ル
会
修
道
院

森
田
健
児
神
父
（
水
島
教
会
出
身
）

当
教
会
で
初
ミ
サ

ブ
レ
イ
ズ
司
祭
叙
階
式　
　

於　

倉
敷
教
会

ス
マ
ト
ラ
沖
津
波
被
災
者
支
援
街
頭
募
金

（
倉
敷
駅
前
で
日
キ
教
団
倉
敷
水
島
教
会
と
合
同
）

聖
堂
内
装
改
修
工
事

教
会
墓
地
改
装
（
竜
の
口
国
際
霊
園
）

第
一
回 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト

守
屋
美
枝
子
氏
・
互
井
野
文
絵
氏

教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世　
帰
天

レネ神父

金神父 李神父 ギャリー神父 ジェロム神父

ブレイズ神父パトリック神父野中神父バルト神父フレデリック神父

森田健児神父、初ミサ（札幌教区・北一条教会）

シスター猪熊直美の終生誓願式倉敷ブロック国際ミサ

聖堂内椅子の補修



●
水
島
教
会
創
立
当
時
の
こ
と
を
教
え
て

　
下
さ
い
。

　

６
０
年
代
の
水
島
工
業
地
帯
の
発
展
に

と
も
な
い
、
人
口
が
急
増
し
て
い
る
水
島

地
区
で
、
福
音
を
告
げ
知
ら
せ
る
た
め
、

１
９
６
４
年（
昭
和
３
９
年
）３
月
２
５
日
に
、

ま
ず
倉
敷
へ
赴
任
し
ま
し
た
。
当
時
、
水
島

で
は
月
一
回
、
土
山
さ
ん
の
家
で
ミ
サ
が
捧

げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
七
か
月
間
倉
敷
に
住

み
、
水
島
教
会
の
建
設
の
た
め
に
働
き
ま
し

た
。
看
板
な
ど
は
自
分
で
作
り
、
姫
路
か
ら

廃
材
を
も
ら
っ
て
来
て
、
市
井
建
設
が
施
工

し
ま
し
た
。
信
徒
も
よ
く
協
力
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
教
会
は
１
９
６
４
年
１
０
月
に
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司
祭
は
皆
さ
ん
に
奉
仕
す
る
た
め
に
存
在

し
て
い
ま
す
。
司
牧
と
宣
教
は
同
じ
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
を
大
切
に
し
、

強
制
は
し
な
い
。
信
徒
と
共
に
働
き
ま
し
た
。

転
入
者
が
あ
る
時
は
、
そ
の
家
族
を
訪
問
し
、

教
会
へ
迎
え
入
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
人
た
ち
を
対
象
に
外
に
向
け
た
活

動
も
大
事
に
し
ま
し
た
。
版
画
や
イ
コ
ン
の

展
示
会
、
講
演
会
の
開
催
、
ワ
ッ
フ
ル
や
パ

ン
ケ
ー
キ
を
焼
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
水
島
教
会
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

　
ま
す
。

　

基
本
的
に
は
こ
の
地
区
に
キ
リ
ス
ト
者
を

増
や
し
、
こ
の
地
に
合
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
共

同
体
と
し
て
生
き
生
き
と
活
動
し
て
下
さ
い
。

キ
リ
ス
ト
教
的
証
を
す
る
教
会
を
期
待
し
ま

す
。

●
ス
メ
ッ
ト
神
父
様
は
今
年
９
月
に
司
祭

　

叙
階
６
０
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
祝
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

　

い
ま
す
。
日
本
で
の
宣
教
に
、
ご
自
分

　

の
人
生
の
殆
ど
を
捧
げ
て
下
さ
っ
て
い

　

る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

シ
リ
ル
・
ス
メ
ッ
ト
神
父
　
　
　
　
　

　
ベ
ル
ギ
ー
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
出
身
。

　
１
９
２
９
年
生
ま
れ
。
１
９
５
４
年
司
祭
叙
階
。

　

翌
１
９
５
５
年
（
昭
和
３
０
年
）
二
カ
月
の
船

　
旅
を
経
て
来
日
。

完
成
し
ま
し
た
。
１
０
月
２
５
日
、
司
教
代

理
の
丸
川
悟
郎
神
父
様
の
ご
臨
席
を
得
て
、

私
は
献
堂
式
で
、
は
じ
め
て
の
日
本
語
ミ
サ

を
捧
げ
ま
し
た
。

●
水
島
教
会
で
の
九
年
間
は
い
か
が
で
し

　
た
か
？

　

受
洗
者
は
多
く
、
私
の
大
き
な
喜
び
で
し

た
。
私
は
教
会
の
中
に
い
る
の
で
は
な
く
、

よ
く
外
に
出
か
け
ま
し
た
。
あ
る
時
、
私
の

オ
ー
ト
バ
イ
の
調
子
が
悪
く
、
オ
ー
ト
バ
イ

屋
さ
ん
に
持
っ
て
行
き
ま
し
た
。
店
主
が
表

で
オ
ー
ト
バ
イ
を
吹
か
し
て
い
る
と
、
そ
こ

へ
通
り
か
か
っ
た
婦
人
の
足
袋
に
オ
ー
ト
バ

イ
の
ス
ス
が
か
か
っ
て
汚
れ
、
私
は
あ
わ
て

て
謝
り
ま
し
た
。
こ
の
出
会
い
か
ら
婦
人
の

家
族
全
員
が
教
会
を
訪
ね
て
来
ら
れ
、
教
理

を
学
び
、
洗
礼
を
受
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。「
犬
も
歩
け
ば
棒
に
あ
た
る
」

の
こ
と
わ
ざ
通
り
で
す
ね
。

　

教
会
に
は
、
長
崎
か
ら
来
て
い
る
信
徒
が

多
く
、
と
て
も
家
庭
的
で
し
た
。

●
赴
任
中
、
大
切
に
さ
れ
た
こ
と
は
何
で

　
し
ょ
う
か
？

水
島
で
の
宣
教 初

代
主
任
司
祭

淳
心
会
　
シ
リ
ル
・
ス
メ
ッ
ト
神
父

１
９
６
４
年
～
１
９
７
３
年

Interview
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フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
セ
ル
ク
神
父
　
　
　

　
ベ
ル
ギ
ー
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
出
身
。

　
１
９
２
４
年
１
０
月
４
日
生
ま
れ
。

　

１
９
４
８
年
司
祭
叙
階
。
翌
１
９
４
９
年
（
昭

　
和
２
４
年
）
来
日
。

す
べ
て
も
の
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
生
き
方
に
よ
っ

て
周
り
の
人
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

〈　
信
徒
の
思
い
出　
〉

　

風
の
よ
う
に
や
っ
て
来
て
、
風
の
よ

う
に
去
っ
て
行
か
れ
た
セ
ル
ク
神
父

様
。
赴
任
期
間
は
短
か
っ
た
け
れ
ど
、

決
断
が
速
く
、
水
島
教
会
に
大
き
な
足

跡
を
残
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
一

つ
が
、
今
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
駐
車

場
で
す
。
又
、
当
時
は
ま
だ
珍
し
か
っ

た
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
教
会
の
会
計

処
理
を
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
家
庭

訪
問
に
も
よ
く
ご
一
緒
し
ま
し
た
。

　

ご
兄
弟
十
人
の
内
、
五
人
が
司
祭
・

修
道
者
に
な
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

や
は
り
信
仰
は
家
庭
か
ら
で
す
ね
。

　

お
誕
生
日
の
１
０
月
４
日
に
ち
な
ん

で
１
０
４
歳
ま
で
生
き
る
と
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
る
神
父
様
、
い
つ
ま
で
も
お
健

や
か
に
！

●
赴
任
さ
れ
た
当
時
の
様
子
を
教
え
て
下

　
さ
い
。

　

昭
和
２
４
年
、
来
日
当
時
の
日
本
は
、
と

て
も
貧
し
く
大
変
な
時
期
で
し
た
。
水
島
に

赴
任
し
た
の
は
昭
和
６
４
年
で
し
た
。
わ
ず

か
二
年
半
で
す
が
、
水
島
の
よ
い
空
気
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の

間
、
聖
堂
と
司
祭
館
を
繋
ぐ
階
段
の
設
置
や
、

駐
車
場
の
土
地
の
購
入
な
ど
教
会
の
整
備
を

充
実
さ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
川
崎
製
鉄
（
当
時
）
で
働
い
て
い

た
三
〇
人
ほ
ど
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
労
働
者

の
た
め
に
、
信
徒
と
協
力
し
て
自
転
車
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
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赴任当時

●
水
島
教
会
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

　
ま
す
。

　

イ
エ
ス
の
精
神
に
生
き
、
周
囲
の
人
の
支

え
と
な
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
信
徒
が
イ

エ
ス
の
生
き
方
を
模
範
と
し
て
周
囲
の
人
々

に
接
す
る
こ
と
が
、
イ
エ
ス
の
精
神
を
自
然

と
広
め
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

　

教
会
は
イ
エ
ス
の
愛
の
証
で
あ
り
、
互
い

に
一
致
し
、
真
の
友
達
と
な
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

ま
た
、
教
会
は
時
代
と
と
も
に
変
化
し
、

変
わ
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で

は
、
ミ
サ
に
与
る
こ
と
が
大
切
と
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
ミ
サ
は
基
準
で
は
な
く
、

栄
養
で
あ
り
、
私
た
ち
は
イ
エ
ス
の
よ
う
に

イ
エ
ス
と
と
も
に
生
き
る
こ
と
が
最
も
大
切

で
す
。

　

私
た
ち
の
生
き
方
と
は
神
を
大
切
に
考
え

る
こ
と
。
つ
ま
り
、
神
は
父
で
あ
り
、
愛
で

あ
り
、
全
宇
宙
を
創
造
さ
れ
た
方
で
す
。

　

私
た
ち
は
神
と
一
致
し
、
神
が
創
ら
れ
た

教
会
は
イ
エ
ス
の
愛
の
証

淳
心
会
　
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
セ
ル
ク
神
父

１
９
８
９
年
～
１
９
９
１
年

Interview



〈　
信
徒
の
思
い
出　
〉

　

日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
の
歴
史
に
通
じ

て
お
ら
れ
、
鶴
島
巡
礼
で
は
詳
し
く
説
明
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

古
い
資
料
を
調
査
し
「
カ
ト
リ
ッ
ク
玉
島

教
会
百
年
史
」（
１
９
９
９
年
発
行
）
を
著
わ

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
造
詣
の
深
さ
に
驚
か
さ

れ
ま
す
。

し
か
っ
た
。
私
は
車
を
運
転
し
な
い
の
で
、

玉
島
に
近
い
石
井
さ
ん
が
毎
回
、
玉
島
教
会

ま
で
迎
え
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

ヨ
ハ
ネ
・
ス
ク
ル
ー
ス
神
父
　
　
　
　

　
オ
ラ
ン
ダ
出
身
。
１
９
２
５
年
生
ま
れ
。

　

１
９
５
２
年
司
祭
叙
階
。
１
９
５
８
年
（
昭
和

　

３
３
年
）
来
日
。
１
９
６
１
年
３
月
、
倉
敷
教

　

会
に
赴
任
。
１
９
９
３
年
か
ら
十
年
間
、
倉
敷

　

ブ
ロ
ッ
ク
の
司
祭
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
と
し
て
玉

　
島
教
会
に
居
住
。

●
日
本
に
来
ら
れ
た
経
緯
は
？

　

中
国
に
宣
教
に
行
く
予
定
で
し
た
が
、
中

国
の
国
内
事
情
の
変
化
の
た
め
中
国
へ
は
行

け
な
く
な
り
、
１
９
５
８
年
（
昭
和
３
３
年
）

に
日
本
に
来
ま
し
た
。
中
国
語
の
簡
単
な
読

み
書
き
は
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た

け
れ
ど
。
日
本
語
は
仁
豊
野
（
姫
路
市
）
で

勉
強
し
ま
し
た
。

●
水
島
教
会
で
の
思
い
出
を
教
え
て
下
さ

　
い
。

　

１
９
６
１
年
、
教
会
堂
は
ま
だ
建
設
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
１
９
６
３
年
ク

リ
ス
マ
ス
ま
で
は
月
に
一
回
、
倉
敷
教
会
か

ら
水
島
へ
ミ
サ
の
た
め
に
通
い
ま
し
た
。
当

時
は
信
徒
の
家
で
ミ
サ
を
し
て
い
た
の
で
す
。

　

１
９
９
３
年
（
平
成
５
年
）
に
共
同
宣
教

司
牧
に
な
っ
て
か
ら
は
、
玉
島
か
ら
協
力
司

祭
と
し
て
毎
月
、
水
島
教
会
へ
ミ
サ
の
た
め

に
行
き
ま
し
た
。

　

水
島
教
会
の
信
者
さ
ん
に
会
う
の
は
、
楽

10

淳
心
会
　
ヨ
ハ
ネ
・
ス
ク
ル
ー
ス
神
父

１
９
９
３
年
～
２
０
０
３
年

Interview

ボサール神父を囲んで ブラッセル神父と広島教区信徒大会

淳心会（CICM）とは　
ラテン語 Congregatio Immaculati Cordis Mariae ＜ C. I .C .M. ＞（聖母マリアの汚れなき御心会）

1862 年にベルギー人テオフィル・ヴェルビスト神父によって首都ブリュッセル郊外のス
クートの地で創立されました。主に中国宣教のために設立された男子宣教修道会です。
日本では 1948 年からベルギー人・オランダ人神父によって宣教活動が始まりました。
現在ではコンゴ民主共和国・フィリピン・インドネシア・日本出身の神父も含め大阪・
東京・広島・仙台教区で福音宣教活動をしています。
また『聖書と典礼』『こじか』でおなじみのオリエンス宗教研究所を運営しています。
＜資料「淳心会―日本における 50 年の歩み」
　　　　冨樫　乕一編著、J. ブラッセル校閲、ヨハネ・スクルース発行、1998 年発行＞

水
島
教
会
に
行
く
の
は
楽
し
か
っ
た
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●
水
島
教
会
で
の
八
年
間
は
い
か
が
で
し

　
た
か
？

　

私
の
司
祭
職
の
中
で
も
水
島
に
特
別
な
愛

着
が
あ
り
ま
す
。
忘
れ
ら
れ
な
い
教
会
で
す
。

水
島
教
会
で
の
八
年
間
は
わ
た
し
に
と
っ
て

養
成
の
場
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
キ
リ
ス
ト
者
の
目
的
は
神
の
国
を

目
指
す
こ
と
で
す
。
ど
ん
な
人
も
大
切
で
、

ひ
と
り
ひ
と
り
は
神
の
顔
な
の
で
す
。

　

水
島
教
会
は「
う
ち
の
教
会
」で
は
な
い「
み

ん
な
の
教
会
」
で
す
。
新
し
い
人
を
快
く
受

け
容
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
は
水

島
教
会
の
良
い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。〝
エ
ス
ポ

ア
ー
ル
〟（
喫
茶
室
）
は
幼
稚
園
の
お
母
さ
ん

達
と
の
触
れ
合
い
を
目
的
に
解
放
し
ま
し
た
。
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教会学校での餅つき

ま
す
か
？
平
和
デ
モ
に
近
所
の
人
も
参
加
し

て
く
れ
た
こ
と
。
私
は
町
内
会
の
委
員
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
水
島
協
同
病
院
の
医
療
倫

理
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
も
な
り
、
つ
な
が

り
が
で
き
ま
し
た
。
私
が
推
薦
し
た
信
徒
の

一
人
が
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
と

し
て
そ
の
病
院
で
働
い
た
こ
と
は
社
会
に
開

か
れ
た
教
会
の
活
動
と
し
て
大
変
良
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
と
の
つ
な
が
り
も

良
い
で
す
ね
。
日
曜
礼
拝
を
と
も
に
す
る
こ

と
は
珍
し
い
。
毎
年
交
互
に
日
曜
日
に
相
手

の
教
会
に
行
っ
て
、
共
に
礼
拝
や
ミ
サ
を
捧

げ
る
こ
と
は
深
い
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

●
水
島
教
会
で
再
始
動
さ
れ
た
Ｊ
Ｏ
Ｃ（
カ

　

ト
リ
ッ
ク
青
年
労
働
者
連
盟
）
の
青
年

　
た
ち
と
の
思
い
出
は
？

　

青
年
を
条
件
な
し
に
水
島
教
会
が
受
け
入

れ
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
お

陰
で
教
会
で
は
青
年
た
ち
は
自
由
に
活
動
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
こ
れ
か
ら
の
水
島
教
会
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

水
島
教
会
は
も
う
す
で
に
神
の
国
の
姿
を

表
し
て
い
ま
す
。

　

水
島
教
会
の
信
徒
数
は
少
な
い
け
れ
ど
も
、

社
会
に
開
か
れ
た
大
き
な
教
会
で
あ
る
こ
と

を
大
切
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
水
島
教
会
の

持
っ
て
い
る
良
い
と
こ
ろ
を
大
切
に
し
て
、

い
つ
ま
で
も
前
向
き
で
進
ん
で
下
さ
い
。
水

島
教
会
は
忘
れ
ら
れ
な
い
教
会
で
す
。

●
赴
任
中
、
大
切
に
さ
れ
た
こ
と
は
何
で

　
し
ょ
う
か
？

　

人
に
出
会
う
こ
と
、
出
か
け
る
こ
と
を
今

で
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

水
島
教
会
は
バ
ザ
ー
や
夏
ま
つ
り
で
町
内

会
の
人
と
交
流
し
て
い
ま
す
ね
。
覚
え
て
い

忘
れ
ら
れ
な
い
水
島
教
会

淳
心
会
　
ム
ッ
シ
ェ
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
神
父

２
０
０
０
年
～
２
０
０
７
年

Interview
 

ム
ッ
シ
ェ
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
神
父
　
　
　

　
ベ
ル
ギ
ー
出
身
。
１
９
３
２
年
生
ま
れ
。

　

１
９
５
８
年
司
祭
叙
階
。
１
９
６
０
年
（
昭
和

　
３
５
年
）
来
日
。

近所の方々と平和行進



■
教
会
献
堂
時
は
、
臨
海
鉄
道
（
当
時
は
専

鉄
）
の
弥
生
駅
周
辺
の
東
側
に
は
人
家
は

ほ
と
ん
ど
無
く
て
畑
地
が
一
面
に
広
が
り
、

建
築
中
の
教
会
を
駅
か
ら
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
よ
く
見
る
と
建
物
の
中
で
大

き
な
体
に
汗
を
い
っ
ぱ
い
か
い
て
、
一
生

懸
命
に
働
い
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
そ
の

人
が
ス
メ
ッ
ト
神
父
様
で
す
。
神
父
様
の

ご
指
導
の
下
、
倉
敷
教
会
の
先
輩
Ｊ
Ｏ
Ｃ

（
カ
ト
リ
ッ
ク
青
年
労
働
者
連
盟
）
の
力
を

借
り
な
が
ら
水
島
Ｊ
Ｏ
Ｃ
を
設
立
で
き
た

こ
と
、
ま
た
ほ
ど
な
く
し
て
Ｊ
Ｏ
Ｃ
か
ら

青
年
男
女
へ
の
呼
び
か
け
で
「
杉
の
子
会
」

を
立
ち
上
げ
神
父
様
を
囲
み
皆
で
遊
び
ま

わ
っ
た
こ
と
。
い
ろ
い
ろ
な
楽
し
か
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。（
Ｍ
Ｙ
）

そ
し
て
、
ま
る
で
幼
児
洗
礼
の
よ
う
に
、

神
父
様
の
こ
と
ば
に
従
い
『
は
い
、
信
じ

ま
す
』
と
素
直
に
答
え
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。

　　

淳
心
会
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
水
島
教

会
は
、
当
初
、
資
金
援
助
が
あ
り
ま
し
た
。

教
会
は
自
立
に
向
か
っ
て
変
化
を
し
て
行

く
途
上
に
あ
り
、
特
に
、
教
会
の
維
持
費

を
集
め
る
こ
と
は
大
切
な
務
め
で
し
た
。

神
父
様
は
い
ろ
い
ろ
と
指
導
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
様
々
な
困
難
は
あ
り
ま
し
た

が
、
神
さ
ま
の
導
き
に
よ
っ
て
、
今
日
の

教
会
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　　

多
岐
に
わ
た
る
教
会
の
活
動
を
通
し

て
、
心
か
ら
の
献
金
や
募
金
を
は
じ
め
、

困
っ
て
い
る
人
々
に
送
金
す
る
こ
と
で
共

同
体
の
人
た
ち
の
心
が
豊
か
に
な
っ
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

混
沌
と
し
た
時
代
に
あ
っ
て
、
信
仰
の

継
承
は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
５
０
周

年
を
迎
え
た
今
日
、
本
当
に
私
た
ち
は
キ

リ
ス
ト
者
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
で
し
ょ

う
か
。
個
々
の
価
値
観
を
超
え
て
、
ど
の

よ
う
に
一
致
し
て
教
会
の
未
来
に
向
か
っ

て
進
む
べ
き
か
を
真
剣
に
考
え
、
新
た
に

出
発
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

神
に
感
謝

　
　

カ
ト
リ
ッ
ク
水
島
教
会

　
　
　
　
　
　
　

信
徒
会
長

夏
井
　
玲
子

　

本
年
は
広
島
教
区
１
０
０
周
年
に
向
か

っ
て
、
平
和
を
ベ
ー
ス
に
「
新
し
い
福
音

宣
教
」
の
教
区
テ
ー
マ
が
示
さ
れ
た
誠
に

意
義
深
い
年
で
す
。
こ
の
年
に
水
島
教
会

が
５
０
周
年
を
無
事
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と

を
心
か
ら
神
さ
ま
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

５
０
周
年
記
念
行
事
の
実
行
委
員
を
中

心
に
、
老
い
も
若
き
も
共
に
心
を
一
つ
に

し
て
今
日
を
迎
え
る
こ
と
は
、
私
に
と
っ

て
何
よ
り
の
喜
び
で
す
。

　

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
私
は
水
島
教
会

の
献
堂
五
年
目
の
１
９
６
９
年
に
主
人
と

共
に
ス
メ
ッ
ト
神
父
様
よ
り
洗
礼
を
受
け

ま
し
た
。
そ
の
時
の
私
は
、
ま
だ
何
も
わ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
信
徒
の
皆

さ
ま
が
私
た
ち
を
祝
福
し
、
受
け
入
れ
、

笑
顔
で
心
か
ら
お
祝
い
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
こ
と
が
、す
ぐ
に
理
解
で
き
ま
し
た
。
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（
一
部
抜
粋
。
全
文
は
教
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
カ

ト
リ
ッ
ク
水
島
教
会
５
０
周
年
記
念
誌
」
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
）

■
ブ
ラ
ッ
セ
ル
神
父
様
（
１
９
７
３
年
か

ら
十
四
年
間
、
第
二
代
主
任
司
祭
）
は
、

２
０
１
０
年
、
９
０
歳
で
帰
天
さ
れ
ま
し

た
。
引
退
後
は
仁
豊
野
に
お
住
ま
い
で
し

た
。
皆
で
訪
問
し
た
折
は
、
擦
り
切
れ
た

信
徒
名
簿
を
取
り
出
さ
れ
、「
こ
の
人
は
ど

う
し
て
い
ま
す
か
？
あ
の
人
は
？
」
と
毎

回
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
水
島

教
会
に
心
を
寄
せ
て
下
さ
っ
て
い
た
こ
と

が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。（
Ｒ
Ｎ
）

■
ブ
ラ
ッ
セ
ル
神
父
様
は
子
ど
も
の
頃
は
、

怖
い
神
父
様
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も

大
人
に
な
っ
て
接
す
る
う
ち
に
、
そ
の

優
し
さ
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
Ｍ
Ｈ
）

■
献
堂
５
０
周
年
記
念
の
準
備
を
す
る
中
で
、

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
水
島
教
会
の
半
世

紀
を
辿
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
私
に
と
っ

て
、
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。
き
っ

と
ど
の
教
会
も
、
わ
が
水
島
教
会
と
同
じ

く
、
そ
の
建
設
に
は
神
父
様
方
を
は
じ
め
、

多
く
の
先
輩
信
徒
の
方
々
の
熱
い
思
い
と

奉
仕
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。
転
勤
族
だ
っ

た
私
は
見
知
ら
ぬ
新
し
い
土
地
で
の
生
活

を
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
探
し
か
ら
始
め
た

カトリック
　水島教会と私

信徒から寄せられた声
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も
の
で
し
た
。
私
の
住
ん
だ
町
の
ど
こ
に

で
も
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
あ
っ
た
こ
と
に

感
謝
！
水
島
教
会
が
私
の
最
後
の
教
会
と

な
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も
意
見
の
衝

突
は
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
を
避
け
る

の
で
は
な
く
、
真
摯
な
対
話
と
祈
り
を
通

し
て
違
い
を
乗
り
越
え
、
心
を
一
つ
に
し

て
、
神
様
の
愛
を
証
す
る
教
会
と
な
る
よ

う
努
め
て
い
き
た
い
と
の
思
い
を
新
た
に

し
て
い
ま
す
。（
Ｔ
Ｍ
）

■
１
９
９
９
年
の
春
、
受
洗
し
ま
し
た
。
そ

の
頃
、
聖
書
は
難
し
い
ば
か
り
で
し
た
。

自
ら
の
貧
し
さ
を
肝
に
銘
じ
る
日
々
を
過

ご
す
内
に
、
眠
っ
て
い
た
魂
が
目
覚
め
て

い
く
よ
う
で
し
た
。
い
つ
の
間
に
か
、
聖

書
の
場
面
が
身
近
な
光
景
と
重
な
っ
て
い

ま
し
た
。
希
望
を
見
つ
け
る
こ
と
は
、
喜

び
で
す
。

　

私
た
ち
家
族
は
、
ず
っ
と
共
同
体
の
温
か

さ
に
包
ま
れ
て
来
ま
し
た
。
神
さ
ま
は
、

人
を
通
し
て
働
き
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

お
互
い
に
掛
け
合
う
言
葉
、
ま
な
ざ
し
、

伸
ば
す
両
腕
に
愛
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

飾
り
の
な
い
言
葉
に
、
何
度
も
励
ま
さ
れ

ま
し
た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　
『
ぶ
ど
う
の
木
』に
つ
な
が
る
一
枝
一
枝
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
実
を
結
ぶ
の
だ
と
思
い
ま
す
。

小
さ
な
房
で
い
い
か
ら
、
確
か
な
実
を
結

ぶ
一
枝
で
あ
り
た
い
。
感
謝
の
内
に
、
そ

う
祈
り
ま
す
。（
Ｒ
Ｎ
）
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一
女
二
男
を
儲
け
、
上
二
人
も
幼
児
洗
礼

で
す
。

　

平
成
の
始
め
に
水
島
に
帰
り
、
水
島
教
会

の
信
徒
と
な
り
ま
し
た
。
家
庭
的
な
教
会

だ
と
噂
に
聞
い
て
い
ま
し
て
も
、
勤
め
の

都
合
で
な
か
な
か
御
ミ
サ
に
与
る
こ
と
が

出
来
ず
、
与
っ
て
も
御
ミ
サ
が
済
む
と
直

ぐ
に
家
に
帰
る
と
い
う
有
様
で
し
た
。
が
、

仕
事
の
関
係
で
悩
む
事
も
あ
り
、
今
よ
り

も
そ
の
時
の
方
が
神
様
を
求
め
る
力
が
大

き
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

６
４
歳
で
退
職
し
教
会
生
活
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
、
今
迄
教
会
の
仕
事
に
無
縁
だ

っ
た
私
に
は
、
信
徒
の
皆
さ
ん
の
活
動
は

ま
ぶ
し
い
も
の
で
し
た
。
手
始
め
に
教
会

の
掃
除
当
番
の
参
加
か
ら
、
そ
の
後
は
会

計
の
仕
事
を
手
伝
わ
せ
て
頂
き
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。
水
島
教
会
は
子
ど
も
達
の

参
加
が
多
く
、
若
い
お
母
さ
ん
達
が
頑
張

っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
感
心
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
い
ず
こ
も
同
じ
で
若
者
が
少
な

く
、
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
会
計
の

方
か
ら
考
え
て
も
収
入
は
増
え
そ
う
に
あ

り
ま
せ
ん
。

　
　
「
欲
無
け
れ
ば　

一
切
足
り
る　
　

　
　
　
　

求
む
る
事
あ
れ
ば　

万
事
窮
す
」良

寛

　

～
欲
し
い
物
が
無
け
れ
ば
、
す
べ
て
が
充

　

ち
足
り
る
。
何
か
と
欲
し
が
る
か
ら
万

　

事
に
窮
し
て
し
ま
う
の
だ
～

　

私
の
好
き
な
良
寛
の
言
葉
で
す
。
ど
う
か

教
会
の
こ
と
を
専せ
ん
い
つ一
に
考
え
、
教
会
の
活

動
に
十
分
な
維
持
費
の
負
担
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
「
キ
リ
ス
ト
の
よ
う
に
考
え
、
キ
リ
ス
ト
の

よ
う
に
話
し
、
キ
リ
ス
ト
の
よ
う
に
行
い
、

キ
リ
ス
ト
の
よ
う
に
愛
そ
う　

力
の
か
ぎ

り
」（
典
礼
聖
歌
３
９
０
番
）

　

神
様
を
信
じ
、
皆
で
教
会
の
未
来
に
向
か

っ
て
、
信
仰
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。（
Ｔ
Ｋ
）

■God’s purposes for His Church are identical to His five 
purposes for you.  Worship helps you focus on God, 
fellowship helps you face life’s problems, discipleship 
helps fortify your faith, ministry helps find your talents, 
and evangelism helps fulfill your mission. There is 
nothing else on earth like the Church！

　This is what makes us the 50th anniversary a success.
　Does my level of involvement in my local church 

demonstrate that I love and am committed to God’s 
family？（ＯＦ）

教会に向けられている神さまの五つの意向は、同時にあなた
へと向かうものだと思います。「賛美」は神さまに意識を集
中させてくれ、「共同」は直面する日常の困難を助けてくれ
ます。「使徒職」は信仰を強め、「奉仕」は自らのタレント
を発見させてくれます。そして「福音宣教」は、使命を全う
することを助けてくれるのです。これらのことが成し遂げら
れるのは、教会より他にありません。
私たちの50周年は成功へと導かれることでしょう。
さて、私は、自らの共同体への関わりについて自問していま
す。神さまの家族の一員であることを証しすることが出来て
いるのでしょうか？

■
「
あ
な
た
が
た
の
信
仰
に
基
づ
い
た
働
き
、

愛
に
伴
う
苦
労
、
わ
た
し
の
主
イ
エ
ズ
ス
・

キ
リ
ス
ト
へ
の
希
望
に
支
え
ら
れ
た
忍
耐

を
、
私
た
ち
の
父
で
あ
る
神
の
み
前
に
、

絶
え
ず
思
い
起
こ
し
て
い
る
の
で
す
。」（
Ⅰ

テ
サ
ロ
ニ
ケ
１
・３
）

　

水
島
教
会
も
そ
う
言
わ
れ
る
よ
う
な
教
会

で
あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
Ａ
Ｈ
）

■
私
は
、
昭
和
２
７
年
に
倉
敷
教
会
に
て
、

ブ
ラ
ッ
セ
ル
神
父
様
か
ら
洗
礼
を
授
け
て

頂
き
ま
し
た
。
幼
児
洗
礼
の
夫
と
結
婚
し
、



　

３
１
参
照
）
で
す
。

こ
れ
ら
を
考
え
ま
す
と
、
信
徒
の
養
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
必
要
で
あ
り
、
そ
し
て
ひ
と
り
の

司
祭
が
い
ず
れ
二
つ
三
つ
の
教
会
を
受
け
持

つ
こ
と
に
な
る
為
、
下
準
備
が
必
要
で
し
た
。

　

１
９
９
２
年
（
平
成
４
年
）
５
月
４
日
、

共
同
宣
教
司
牧
の
導
入
は
正
直
に
言
い
ま
す

と
、
当
時
は
あ
ま
り
自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
時
代
が
要
求
す
る
も
の
だ
と
確
信

し
、
水
島
教
会
に
赴
任
し
ま
し
た
。
け
れ
ど

も
、
す
ぐ
に
は
共
同
宣
教
司
牧
を
実
行
で
き

ず
、
共
に
働
く
神
父
さ
ん
方
が
揃
っ
た
の
も

一
年
後
の
秋
で
す
。

　

先
ず
、
司
祭
三
人
が
三
日
間
お
祈
り
し
、

黙
想
、
長
い
話
し
合
い
の
末
、
目
的
や
方
法

な
ど
を
深
く
考
え
る
為
に
蒜
山
高
原
へ
参
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
主
に
決
め
た
こ
と
は
、
各

教
会
の
信
徒
会
長
さ
ん
方
と
一
緒
に
集
ま
っ

て
互
い
に
深
く
考
え
、
話
し
合
お
う
と
い
う

　

１
９
９
１
年
（
平
成
３
年
）
の
秋
頃
、
淳

心
会
管
区
長
か
ら
「
翌
年
の
ご
復
活
祭
後
、

倉
敷
で
新
し
い
共
同
宣
教
司
牧
の
試
み
を
行

う
よ
う
に
」
と
頼
ま
れ
ま
し
た
。
当
時
、
淳

心
会
で
は
、
こ
の
共
同
宣
教
司
牧
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
「
未
来
の
教
会

作
り
」
で
す
。
理
由
は

１
．
主
任
司
祭
が
あ
ま
り
に
教
会
の
中
心
人

　

物
に
な
り
過
ぎ
て
い
る
こ
と

２
．
司
祭
が
ま
す
ま
す
減
っ
て
い
く
こ
と

３
．
高
齢
の
司
祭
ば
か
り
と
も
言
え
る
こ
と

４
．
歴
史
の
中
で
ず
っ
と
無
視
さ
れ
て
い
た

信
徒
の
教
会
内
に
お
け
る
独
自
の
使
命
が

あ
る
こ
と
（
Ⅰ
コ
リ
ン
ト
１
２
・
２
８
―

こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
シ
ス
タ
ー
の
代
表
の

方
々
も
招
き
、
時
々
食
事
を
し
な
が
ら
長
時

間
話
し
合
い
ま
し
た
。

・
各
司
祭
が
違
う
講
座
を
担
当
し
て
、
そ
れ

　

を
各
小
教
区
で
指
導
す
る
こ
と

・
日
曜
日
の
ご
ミ
サ
を
三
人
の
司
祭
が
交
代

　

で
お
捧
げ
す
る
こ
と

な
ど
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。し
か
し
、そ
の
秋
、

私
は
心
臓
病
の
為
に
数
ヶ
月
お
休
み
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
最
初
の
二
年
間

は
思
わ
ぬ
理
由
で
、
な
か
な
か
思
い
通
り
の

運
び
と
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
司
祭
も
信
徒

も
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
が
あ
り
、
司
祭
の
異
動

も
数
回
あ
り
、
そ
の
都
度
話
し
合
う
時
間
も

多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
少
し
ず
つ
目

的
に
向
か
っ
て
前
進
し
た
と
は
思
い
ま
す
。

ま
た
大
き
な
実
り
は
、
司
祭
が
他
の
教
会
の

信
徒
と
知
り
合
う
よ
う
に
な
っ
た
事
で
す
。

そ
し
て
時
々
三
つ
の
教
会
が
共
に
集
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
岡
山
鳥
取
地
区
の
集
り
も

あ
り
ま
し
た
の
で
、
益
々
共
同
体
が
大
き
く

な
り
、
他
の
教
会
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
沢
山
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
共
同
宣
教
司
牧
は
、
あ
る

程
度
成
功
し
た
と
は
思
い
ま
す
が
、
理
想
が

高
過
ぎ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
い
ま
す
。

　
（
中
略
）

　

父
な
る
神
の
祝
福
が
皆
様
の
上
に
豊
か
に

注
が
れ
ま
す
よ
う
、
そ
し
て
教
会
の
発
展
の

た
め
に
祈
り
ま
す
。

（
一
部
抜
粋
。
全
文
は
教
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
カ
ト
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リ
ッ
ク
水
島
教
会
５
０
周
年
記
念
誌
」
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
）

ジ
ョ
ス
・
バ
ス
チ
ア
ン
神
父
　
　
　
　

　
ベ
ル
ギ
ー
出
身
。
１
９
３
９
年
生
ま
れ
。

　

１
９
６
４
年
司
祭
叙
階
。
翌
６
５
年
（
昭
和
４

　

０
年
）
来
日
。
１
９
９
２
年
～
１
９
９
９
年
ま

　

で
倉
敷
ブ
ロ
ッ
ク
共
同
司
牧
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

　
と
し
て
活
動
。
現
在
、
ベ
ル
ギ
ー
在
住
。

●
バ
ス
チ
ア
ン
神
父
様
は
、
今
年
８
月
に
司

　

祭
叙
階
５
０
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

金
祝
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

倉
敷
ブ
ロ
ッ
ク
共
同
宣
教
司
牧
の

導
入
か
ら
２
０
年

共
同
宣
教
司
牧
の
導
入

淳
心
会
日
本
管
区
元
管
区
長

ジ
ョ
ス
・
バ
ス
チ
ア
ン
神
父

金祝での福音朗読（ルカ24・13ー34）
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も
そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ
て
い
ま
す
が
、
協
力
し

な
が
ら
動
い
て
い
ま
す
。

イ
エ
ス
様
は
言
わ
れ
ま
す
。

「
あ
な
た
が
た
に
新
し
い
掟
を
与
え
る
。
互
い

に
愛
し
合
い
な
さ
い
。
わ
た
し
が
あ
な
た
が

た
を
愛
し
た
よ
う
に
、
あ
な
た
が
た
も
互
い

に
愛
し
合
い
な
さ
い
。
互
い
に
愛
し
合
う
な

ら
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
あ
な
た
が
た
が
わ
た

し
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
を
、
皆
が
知
る
よ
う

に
な
る
。」（
ヨ
ハ
ネ
１
３
・
３
４
―
４
５
）

　

キ
リ
ス
ト
を
宣
べ
伝
え
る
に
は
共
同
は
必

須
み
た
い
で
す
。

　

今
年
６
月
に
行
わ
れ
た
大
阪
教
会
管
区
の

司
牧
者
研
修
会
の
テ
ー
マ
は
、「
違
い
が
豊
か

さ
に
な
る
共
同
体
を
求
め
て
」（
移
住
者
と
共

に
）
で
す
。
私
た
ち
倉
敷
ブ
ロ
ッ
ク
も
様
々

な
違
い
を
乗
り
越
え
て
、
豊
か
な
共
同
体
と

な
れ
ま
す
よ
う
に
。

　
広
島
教
区
司
祭
。
１
９
５
８
年
生
ま
れ
。

　

１
９
８
８
年
司
祭
叙
階
。
１
９
９
１
年
か
ら
十

　

年
間
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
活
動
。
２
０
１
０
年
か
ら

　
倉
敷
ブ
ロ
ッ
ク
共
同
司
牧
チ
ー
ム
で
活
動
中
。

　

共
同
宣
教
司
牧
を
考
え
る
と
ま
ず
、
イ
エ

ス
様
が
弟
子
を
二
人
ず
つ
組
に
し
て
派
遣
さ

れ
た
（
マ
ル
コ
６
・
７
―
１
３
）
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。
そ
こ
で
は
〈
二
人
の
弟
子
の

共
同
〉
と
〈
行
っ
た
先
の
人
々
と
の
共
同
〉

が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
今
、
野
中
、

バ
ル
ト
、
金
、
ウ
ィ
ル
の
四
人
で
こ
の
倉
敷

ブ
ロ
ッ
ク
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
四
人
そ
れ

ぞ
れ
国
籍
も
年
齢
も
経
験
も
違
い
ま
す
が
、

協
力
し
て
動
い
て
い
ま
す
。
三
つ
の
小
教
区

バ
ス
チ
ア
ン
、
故
ジ
ャ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
・
ム

ト
ン
ボ
、
私
の
三
司
祭
と
ス
ク
ル
ー
ス
協
力

司
祭
の
四
名
で
編
成
さ
れ
た
実
験
的
な
試
み

の
強
い
司
牧
体
制
で
し
た
。
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
司
牧
体
制
に
戸
惑
い
は
あ
り
ま
し
た

が
、
淳
心
会
の
強
い
意
向
に
よ
っ
て
、
反
対

が
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
関
係
な
く
、
強
引

に
で
も
こ
れ
を
突
き
進
め
て
い
く
雰
囲
気
が

司
祭
達
に
は
あ
り
ま
し
た
。
教
区
司
祭
は
私

ひ
と
り
（
し
か
も
初
め
て
）
で
し
た
の
で
、

か
な
り
の
数
の
信
者
さ
ん
達
か
ら
「
こ
ん
な

の
早
く
止
め
さ
せ
て
下
さ
い
」
と
よ
く
言
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
度
に
「
将
来
に
備
え
て
こ

れ
を
行
っ
て
い
る
。
教
会
を
末
永
く
存
続
さ

せ
て
行
く
為
に
必
要
な
こ
と
」
と
私
も
答
え

て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
八
年
間
、
関
わ
り
続
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
三
度
目
の
チ
ー
ム
が
作
ら

れ
、
淳
心
会
神
学
生
も
来
る
よ
う
に
な
り
、

聖
体
奉
仕
者
の
公
的
養
成
も
行
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
在
任
中
い
く
つ
か
の
問
題
も
生

じ
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
教
会
の
常
と
受
け
止

め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

倉
敷
を
離
れ
て
九
年
に
な
り
ま
す
が
、
私

も
知
っ
て
い
る
信
者
さ
ん
達
が
幾
人
か
亡
く

　
広
島
教
区
司
祭
。
１
９
５
８
年
生
ま
れ
。

　

１
９
９
２
年
司
祭
叙
階
。
１
９
９
３
年
～
２
０

　

０
５
年
ま
で
倉
敷
ブ
ロ
ッ
ク
共
同
司
牧
チ
ー
ム

　
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
。

　

１
０
月
の
蒜
山
研
修
の
時
、
三
末
司
教
様

（
当
時
）
の
乗
る
公
用
車
を
大
山
麓
ま
で
運
転

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
紅
葉
を
見
せ
に
連

れ
て
行
っ
て
欲
し
い
と
い
う
事
務
局
長
の
依

頼
で
行
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
ド

ラ
イ
ブ
の
最
中
に
司
教
様
か
ら
「
倉
敷
に
行

っ
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
い
る
」
と
突
然
言

わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
共
同
宣
教
司
牧
と

い
う
の
を
や
っ
て
い
る
ら
し
い
が
、
内
容
は

よ
く
わ
か
ら
な
い
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私

は
司
祭
に
な
っ
て
一
年
目
で
し
た
の
で
、
た

だ
た
だ
「
は
い
、
分
か
り
ま
し
た
」
と
お
答

え
す
る
の
み
で
し
た
。

　

私
が
倉
敷
に
行
っ
た
１
９
９
３
年
（
平
成

９
年
）
は
、
二
度
目
の
チ
ー
ム
編
成
で
し
た
。

な
ら
れ
て
い
ま
す
。
共
同
宣
教
司
牧
に
つ
い

て
信
徒
及
び
司
祭
達
か
ら
ど
の
よ
う
な
評
価

が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
そ

ろ
そ
ろ
一
度
、
こ
の
体
制
の
評
価
、
見
直
し
、
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課
題
の
検
討
な
ど
を
行
っ
て
も
い
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

益
々
の
発
展
を
願
い
つ
つ
・
・
・
・

共
同
宣
教
司
牧
の
始
ま
っ
た
頃

導
入
後
２
０
年
の
今倉

敷
ブ
ロ
ッ
ク
　
モ
デ
ラ
ト
ー
ル

野
中
　
泉
神
父

岡
山
・
岡
山
南
教
会
主
任西

江
　
和
司
神
父



　

こ
れ
は
イ
エ
ス
の
言
葉
で
す
。
な
ぜ
こ
の

よ
う
に
言
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

イ
エ
ス
は
受
難
の
予
告
を
弟
子
達
に
し
ま

し
た
。
事
が
起
こ
る
前
に
、
前
も
っ
て
詳
し

く
話
し
た
の
で
す
。
弟
子
た
ち
が
混
乱
し
、

ば
ら
ば
ら
に
な
ら
な
い
た
め
に
遺
言
を
遺
し

た
の
で
す
。

そ
の
内
容
は

○
私
は
父
の
内
に
あ
る
。
父
は
私
の
内
に
あ

　

り
、
一
致
し
て
い
る
。

○
私
を
見
て
い
る
も
の
は
、
父
を
も
見
る
。

○
理
解
で
き
て
い
な
く
て
も
、
弁
護
者
（
聖

　

霊
）
が
来
て
悟
ら
せ
て
く
れ
る
の
で
怖
が

　

る
な
、
と
言
う
こ
と
で
す
。

弟
子
達
は
イ
エ
ス
の
受
難
の
予
告
を
聞
き
、

絶
望
、
不
安
、
混
乱
、
悲
し
み
を
感
じ
ま
し
た
。

イ
エ
ス
は
怖
が
っ
て
い
た
弟
子
達
に
、

「
さ
あ
、
立
て
。
こ
こ
か
ら
出
か
け
よ
う
」

と
言
っ
た
の
で
す
。
す
べ
き
事
を
す
る
た
め

に
！

水
島
教
会
は
ど
ん
な
教
会
で
す
か
？

眠
っ
て
い
ま
す
か
？

５
０
周
年
に
向
け
て
ど
う
し
ま
す
か
？

一
人
一
人
が
イ
エ
ス
の
呼
び
か
け
に
ど
う
応

え
ま
す
か
？

水
島
教
会
に
は
使
命
が
あ
り
ま
す
。

怖
い
・
不
安
・
世
間
は
厳
し
い
…
と
思
っ
て

い
ま
す
か
？

怖
が
ら
な
い
で
使
命
を
果
た
し
ま
し
ょ
う
！

皆
さ
ん
は
、
受
難
の
予
告
を
聞
い
た
ば
か
り

の
弟
子
と
同
じ
で
恐
れ
て
い
ま
す
。

忙
し
い
社
会
、
安
定
し
な
い
家
庭
、
安
定
し

な
い
日
々
…

聖
書
を
よ
く
知
っ
て
い
る
だ
け
で
は
足
り
ま

せ
ん
。
行
う
の
で
す
。

安
心
し
て
下
さ
い
。
聖
霊
が
来
ま
す
。

信
仰
が
消
え
な
い
の
は
聖
霊
が
働
い
て
い
る

か
ら
で
す
。

献
堂
５
０
周
年
か
ら
未
来
に
向
け
て

倉
敷
ブ
ロ
ッ
ク　
バ
ル
ト
神
父
の
講
話
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「
何
で
も
私
の
名
に
よ
っ
て
願
い
な
さ
い
」

と
キ
リ
ス
ト
は
言
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
の
中
に
キ
リ
ス
ト
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

周
囲
に
伝
え
て
行
き
ま
し
ょ
う
。　

（
２
０
１
４
年
２
月
２
日
の
講
話
要
約
）

バ
ル
ト
神
父
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
サ
ー
シ
・
マ
イ
エ
ン
ダ
・
バ
ル
テ
レ
ミ

　
淳
心
会
司
祭
。
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
出
身
。

　
１
９
７
６
年
生
ま
れ
。
２
０
０
７
年
来
日
。

　

２
０
１
１
年
叙
階
。
同
年
（
平
成
２
３
年
）
よ

　

り
倉
敷
ブ
ロ
ッ
ク
共
同
司
牧
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

　
と
し
て
活
動
中
。

も
も
多
く
、
小
さ
い
頃
か
ら
家
庭
的
な
雰

囲
気
の
中
で
、
仲
良
く
神
様
に
つ
い
て
学

ん
で
い
ま
す
。「
子
ど
も
の
笑
顔
あ
ふ
れ

る
」「
一
人
ひ
と
り
が
神
様
の
愛
を
感
じ

る
」
教
会
学
校
で
あ
り
続
け
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　

初
聖
体
の
儀
式
の
中
で
子
ど
も
た
ち

は
「
道
に
迷
っ
た
時
に
は
、
み
ん
な
と
一

緒
に
私
た
ち
を
探
し
に
来
て
下
さ
い
」
と

　

５
０
年
間
に
い
た
だ
い
た
多
く
の
恵
み

と
祝
福
を
神
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
同

時
に
力
を
尽
く
し
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
次

の
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
は
教
会
に
と

っ
て
大
切
な
存
在
で
す
。

　

私
た
ち
の
教
会
学
校
は
、
小
学
生
の
ク

ラ
ス
と
中
高
校
生
の
集
り
が
あ
り
ま
す
。

隣
の
幼
稚
園
の
頃
か
ら
通
っ
て
い
る
子
ど

未
来
を
担
う

　
　

子
ど
も
た
ち

教
会
学
校
リ
ー
ダ
ー
一
同
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共
に
感
じ
て
、
共
に
経
験
し
て
ウ
チ
の
も
の

で
あ
る
特
徴
を
作
り
、
そ
の
力
を
通
し
て
神

様
の
御
旨
を
行
う
こ
と
。
そ
れ
が
５
０
周
年

を
迎
え
る
私
た
ち
の
お
祝
い
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
私
た
ち
の
先
祖
た
ち
か
ら
頂
い
た

信
仰
の
贈
り
物
を
最
も
大
切
に
し
て
、
後
代

の
人
々
に
渡
す
こ
と
。
殉
教
者
た
ち
が
血
を

通
し
て
証
し
し
た
信
仰
の
花
を
今
も
自
分
の

生
活
の
中
で
咲
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

生
き
る
こ
と
で
す
。

　

も
う
水
島
共
同
体
に
は
、
神
様
が
５
０
年

を
か
け
て
私
た
ち
の
畑
に
色
々
な
種
を
蒔
い

て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
種
を
ど
の
よ
う
に

成
長
さ
せ
る
か
は
、
共
同
体
の
手
に
任
さ
れ

て
い
ま
す
。
皆
様
は
こ
の
種
を
成
長
さ
せ
て
、

神
様
の
働
き
手
と
し
て
共
に
収
穫
し
た
く
な

い
で
す
か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
今
が
そ

の
時
期
で
す
。
皆
様
の
手
を
皆
様
の
ご
家
族

に
、
隣
人
に
差
し
伸
べ
て
キ
リ
ス
ト
様
の
使

徒
と
し
て
生
き
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
５
０
周
年
を
心
か
ら
祝
い
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
１
０
０
周
年
に
向
か
い
、
明
る
い

心
で
期
待
し
ま
す
。
神
に
感
謝
！

（
２
０
１
３
年
１
２
月
記
）

李
　
尚
潤
神
父
　
　
　
　
　
　
　

　
釜
山
・
広
島
・
イ
ン
フ
ァ
ン
タ
司
教
区
の
姉
妹
縁

　
組
に
よ
り
２
０
０
７
年
（
平
成
１
９
年
）
に
来
日
。

　
２
０
１
２
年
よ
り
倉
敷
ブ
ロ
ッ
ク
共
同
司
牧
チ
ー

　
ム
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
。
２
０
１
３
年
１
２
月
、

　
韓
国
へ
帰
国
。

５
０
周
年
を
祝
い
な
が
ら

　
　
　
　
　

韓
国
・
釜
山
教
区

李イ

　
尚サ

ン

潤ユ
ン

神
父

　
　

キ
リ
ス
ト
様
の
香
り

　

私
は
手
紙
で
挨
拶
の
言
葉
を
書
く
時
、
新

約
聖
書
で
使
徒
パ
ウ
ロ
が
言
わ
れ
た
「
キ
リ

ス
ト
様
の
香
り
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
使
い

ま
す
。
私
た
ち
が
神
様
に
捧
げ
ら
れ
て
い
る

香
り
と
し
て
生
き
て
行
け
る
よ
う
に
祈
り
を

込
め
る
か
ら
で
す
。
こ
の
文
を
書
く
今
も
、

皆
様
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
心
か
ら
願
い
ま

す
。

　

特
に
今
は
水
島
共
同
体
の
５
０
周
年
を
迎

え
る
期
間
な
の
で
、
今
ま
で
の
あ
ゆ
み
を
顧

み
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
１
０
０
周
年
に
向

か
っ
て
、
私
た
ち
は
ど
ん
な
存
在
で
あ
れ
ば

良
い
か
を
真
剣
に
黙
想
す
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
。

　

５
０
周
年
と
い
う
の
は
た
だ
時
間
が
経
っ

て
迎
え
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
共
同
体
で

色
々
な
こ
と
を
共
に
見
て
、
共
に
聞
い
て
、

祈
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が

受
け
た
秘
跡
の
恵
み
を
全
信
徒
が

祈
り
と
愛
を
も
っ
て
支
え
て
行
き

た
い
で
す
。
水
島
教
会
が
神
様
を

中
心
と
し
た
、
人
々
に
安
ら
ぎ
を

与
え
る
共
同
体
と
な
り
ま
す
よ
う

に
。
ま
た
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
神
の
愛
に
満
た
さ
れ
、
そ
の
愛

を
ま
ず
近
く
の
人
々
か
ら
伝
え
る

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
に
な
れ
る
よ
う

念
じ
つ
つ
。　

水
島
教
会
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

　
　
山
下
　
春
憙

　

二
年
前
に
、
わ
た
し
た
ち
が
水
島
教
会
創

立
５
０
周
年
を
祝
う
準
備
を
始
め
る
に
あ
た

り
、
神
が
水
島
教
会
に
ど
の
よ
う
な
ご
計
画

と
御
旨
を
お
持
ち
な
の
か
語
っ
て
く
だ
さ
る

よ
う
心
を
合
わ
せ
て
九
日
間
の
祈
り
を
し
ま

し
た
。

　

そ
の
と
き
与
え
ら
れ
た
御
言
葉
が

「
わ
た
し
が
来
た
の
は
地
上
に
火
を
投
ず
る

た
め
で
あ
る
。
そ
の
火
が
燃
え
て
い
た
ら

と
ど
ん
な
に
願
っ
て
い
る
こ
と
か
。」（
ル
カ

１
２
・
４
９
）
で
し
た 

。
イ
エ
ス
様
の
熱
い
思

い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
イ
エ
ス
様
は
十
字

架
の
死
と
復
活
に
よ
っ
て
わ
た
し
た
ち
の
罪

を
贖
い
、
神
の
子
と
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

聖
霊
を
与
え
て
イ
エ
ス
の
命
を
与
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
本
当
に
驚
く
べ
き
こ
と
で
す

が
、
ご
自
分
の
御
体
と
御
血
で
あ
る
聖
体
を

与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
聖
体
こ
そ　

イ

エ
ス
様
の
燃
え
た
ぎ
る
愛
の
炎
で
す
。
聖
体

を
拝
領
す
る
ご
と
に
聖
霊
に
満
た
さ
れ
、
イ

エ
ス
様
の
愛
の
火
で
も
や
さ
れ
る
の
で
す
。

わ
た
し
た
ち
が
イ
エ
ス
に
変
容
さ
れ
、
聖
体

と
な
っ
て
、
そ
の
十
字
架
の
愛
の
火
を
ま
わ

り
に
伝
え
る
た
め
で
す
。

　
「
さ
あ
、
立
て
。
こ
こ
か
ら
出
か
け
よ
う
」。

✝



※記念誌作成にあたり大勢の信徒が資料準備にあたりました。
　歴代司祭のインタビューは山下春憙、山下弥栄子、永山陽子、井垣まき子がしました。

編集後記

教会史の作成にあたり教会日誌を参照し記事を抽出しました。教会日誌は献堂から現在まで毎週のように記事が残されていま
す。地味な作業で一般には知られていない作業ですが、水島教会の貴重な記憶です。50周年を迎えられたのは、神父様、シ
スター、役員の熱い信仰だけでなく、ミサの準備、行事の準備、聖堂の掃除、教会の維持管理等で人知れず支えて下さった信
徒の協力があったからだと思います。有難う。これからも宜しくお願いします。

吉
浦
武
志

50年という私と同じ程の年月を経た水島教会を、自分の生い立ちと重ねてみました。誕生し、たくさんの人々の手を借りて
育まれ、いろいろな思いと希望が現在まで続いています。そんな気持ちで教会を見回すと、先人たちの息吹を感じ取れる様な
気がします。『温故知新』私達は、これまで教会が積み重ねてきた成長の証を、子どもたちの未来へ手渡して行かなければな
りません。年表には一部しか掲載されていませんが、これらに倣い、力として頑張りましょう

濵
村
清
作

50周年記念誌の編集に携わらせて頂いて、水島教会の生い立ちを初めて知りました。初代主任司祭スメット神父様の「私の
死後、このアルバムを水島教会に送ってください」と書かれた、古いアルバムを目にした感動は忘れられません。この地で、
ご自分の人生を掛けて福音を伝えてくださった歴代の神父様方の熱い思い、又先輩信徒の方々の教会を守り育ててくださった
種々の献身に応えるためにも、水島教会が神様の愛を証する教会であり続けるよう、皆様と共に頑張りたいと思います。

三
宅
哲
子

印刷を請け負って下さった（株）セイキの北山社長には導かれて出会うことが出来ました。
「スメット神父様をご存知ですか？」と問われ、「はい、水島教会の初代司祭です」と。伺えば、神父様に高校時代に出会
い、大きな影響を受け現在に至るとのこと。キリストの香りは、水島教会と同じく未信徒の方の内にも50年間香り続けてい
ます。編集を通して、その強さを改めて感じます。
記念誌作成にあたり、ご協力下さった多くの方々に感謝いたします。

小
野
久
美
子

編集前に依頼した原稿をすべてこの冊子に、掲載することが出来ませんでした。
掲載されていない全文および他の寄稿文も「カトリック水島教会」ホームページで、
見ることができます。
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